
  種 類   実施回数   実人数  延人数 

一般健康教育 82 1,856 2,307 

歯周疾患健康教育 8 91 144 

骨粗しょう症健康教育 2 51 94 

決算書掲載頁　147

内
訳

健康教育や健康相談、健康診査等を通じて健康づくりに関する正しい知識の普及や情報提供を行うとともに、主体的な
市民の健康づくりを支援することで、市民の生涯にわたる健康生活を支援する。

健康づくり推進員や食生活改善推進員等の市民団体と協力しながら事業の周知を進めるとともに、市民ニーズを把握し
ながら相談・教室内容の充実を図る。
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B

健康教室や健康相談を実施することで、健康に関する正しい情報提供ができた。ま
た、生活を振り返り、より良い健康生活が過ごせるよう個々にあったサポートができて
いるため。A

健康教室や健康相談を実施し、健康に関する
正しい情報提供ができた。また、生活を振り返
り、より良い健康生活が過ごせるよう個々に
あったサポートができている。
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集団健康教育、個別健康教育、健康相談、機能訓練、訪問指導等を実施し、健康について意識の啓発を図るために参
加者数の増加に努める。
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所管課

生活習慣病の予防や健康増進に関する正しい知識の普及を図ることにより「自らの健康は自ら守る」という意識を高め、
壮年期からの健康の保持増進をめざす。
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事業の周知を図り参加者の増加をめざす。
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個別健康教育（喫煙）や、集団健康教育（がん検診、歯周疾患や病態別、健康教室、ウオーキングなど）を実施する。
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事業：健康づくり推進事業                      

１．健康づくり事業 

市民の自主活動を推進し、市民自らが自らの健康を守るという意識の普及、啓発を図ることで、市民が心身とも

に健やかに心豊かに生活できることを目的に、健康増進法に基づき訪問指導事業、機能訓練事業、健康教育事業、

健康手帳交付事業、こころの健康づくり事業、健康運動推進事業、健康啓発事業、健康づくり推進員事業、健康相

談事業、保健指導事業を実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         健康展                      健康ウォーキング 

 

細事業：健康教育事業                              

１．健康教育事業 

生活習慣病の予防その他健康に関する事項について、正しい知識の普及を図ることにより、「自らの健康は自らが

守る」という認識と自覚を高め、健康の保持増進に資することを目的に、健康教育を実施した。 

 

 集団健康教育の実施状況 

 

 

  

 

 

 

 

〈一般健康教育（知って得する健康講座 がん講演会での様子）〉 

  種 類   実施回数   実人数  延人数 

一般健康教育 82 1,856 2,307 

歯周疾患健康教育 8 91 144 

骨粗しょう症健康教育 2 51 94 


